
R８年３月25日発行
［編集・発行］

四日市市自治会連合会
〒510－8601

四日市市諏訪町1－5
TEL 059－354－8287

e-mail:yonjiren@m6.cty-net.ne.jp

発　行

第31号

四日市市自治会連合会

第31号の
おもな内容
第31号の
おもな内容

四日市市自治会連合会　会長　山 路 和 良ごあいさつ
日頃より自治会活動にご理解、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
四日市市の自治会加入率は、83.7％で、全国的にみると高い水準ですが、やや
減少傾向にあります。
最近では、新築のマンションや集合住宅に入居されても、自治会に加入しない世
帯が増えていることも原因のひとつです。

普段の生活の中では、自治会を意識することがあまりないため、「自治会って何のためにあるのだ
ろう」と感じている方もいらっしゃるかもしれません。
しかし、地域のつながりがなくなってしまうと、お互いを気にかけたり助け合ったりする関係も薄れ

てしまいます。
昔から日本には「向こう三軒両隣」という言葉があります。近くに住む人どうしが日頃から声を掛け

合い、困ったときには自然に助け合う。そんな関係が、安心して暮らせるまちを支えてきました。
特に災害時には、ご近所同士の声掛けや助け合いが大きな力になります。
いざという時に支え合える関係を築くためにも、普段から顔の見えるつながりを持っておくことが大

切です。自治会は、そのような地域のつながりをつくる大切な場でもあります。
皆さんもぜひ、自分の住むまちに少し関心を向けてみてください。
自分たちのまちは、自分たちで良くしていく。その思いが広がれば、四日市市はきっと今よりもっと

暮らしやすいまちになると思います。
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勤続25年（１名）

勤続15年（６名）

勤続10年（16名）

勤続５年（31名）

９月２４日（水）四日市市自治会長大会を開催しました。
第１部は、永年勤続表彰で５４名のかたが受賞されました。
第2部は、「助けられる人から助ける人へ」というテーマで、
東日本大震災を経験し、当時釜石東中学校の教師として、
子どもたち全員の命が助かった「釜石の奇跡」に繋がった
防災教育について、スマートサプライビジョン 特別講師 
糸日谷 美奈子氏に講演いただきました。

令和７年度自治会長大会

令和７年度 永年勤続被表彰 自治会長（54名） （敬称略・順不同）

※勤続年数については単位自治会長歴と
　連合自治会長歴を通算しております

藤 田 耕 司

森 　 展 男
服 部 浩 明
國 府 政 信
平 尾 光 男
新 原 慎 一
森 下 國 男

八 鳥 洋 明
中 川 美 光
町 田 光 夫
衛 藤 真 志
前 田 和 雄
阿 部 逸 男
濱 地 栄 一
羽 場 誓 司
岡 本 宏 明
藤 江 義 明

三重五丁目

元町二区
川原町第二
三重四丁目第３
神前地区連合・尾平町南
笹川九丁目西
泊小柳町

諏訪町第一
グランドメゾン沖の島町
北納屋町
安島
曙町
東新町第三
午起一・二丁目
海蔵地区連合・西阿倉川一区
桜台栄区第二
ときわ五丁目

水 谷 　 弘
小 林 　 廣
中 村 行 雄
川 村 　 保
飯 村 　 純
渡邉美知夫

森 　 勝 行
山 﨑 陽 子
中 川 桂 一
髙 島 治 美
樋 本 昌 利
岩 佐 信 生
坂 　 地 三
本 間 教 昭
伊 藤 龍 二
渡 邉 保 仁
加 藤 正 彦
鈴 木 邦 彦
森 島 博 之

鈴 木 啓 太
澤 井 秀 明
篠 塚 一 英
佐 野 貴 洋
澤 村 弘 行
武 田 直 美
森 　 克 己
八 木 峰 生
坂 下 善 治
松 永 伸 一
丸 橋 順 子
河 北 房 子
辻 本 久 也
星 野 克 行
加藤啓太郎
八 鳥 　 昇
谷 﨑 知 文
太 田 耕 介

西日野町第十三
八王子町
笹川五丁目第一
七つ屋町
中堀町
北河原田町

北町第二
ローレルタワーシュロア四日市
沖の島町
新浜町東
霞ヶ浦南部
白須賀町
八田第二
大宮第三
別名第四
旭町
寺町
蛭子町
西富田町第二

デンソー高見台
南坂部町
あがたが丘二丁目
桜連合・桜町南第一
かわしま園
三滝台
赤堀二丁目東
大井手一丁目北
東日野町第三
高花平連合
ビレッジハウス笹川（ＡＢ地区中央）
ビレッジハウス笹川（Ｃ地区南西）
西山町
日永地区連合・南日永町西四丁目
天白町
六呂見町
塩浜本町二丁目
小古曽町

（059）330－6000

内科、神経内科、循環器内科、腎臓内科、人工透析内科、糖尿病内科、緩和
ケア内科、消化器内科、産婦人科、外科、血管外科、乳腺外科、耳鼻咽喉
科、整形外科、リウマチ科、泌尿器科、脳神経外科、眼科、小児科、アレル
ギー科、リハビリテーション科、麻酔科、歯科口腔外科、小児歯科

午前／ 9時00分～正午　午後／4時00分～6時00分
水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日
〒512－0911 四日市市生桑町菰池458番地1

https://mitaki.or.jp

〒512－8046　三重県四日市市あかつき台2丁目1－192
TEL 059－337－2222　　FAX 059－337－2145

https://www.nakamuragumi.co.jp

三重県・四日市の建築工事・土木工事・セルコホーム

地域を想う。地域を守る。
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餅つき大会 川遊び

まちあるき たてぼし事業

小学校の授業で「自治会」を学ぶ

情報交換会では、いずれの地区も地域の子どもたちを対象に自治会活動を行っている事例を発表
しました。子どものころから自治会の活動に触れ、自治会を身近なものと感じてもらいたいという思
いで、最近は防災、まちづくりに地域の子供たちが参加し、地域とコラボし、成功している地区がたく
さんあります。

【塩浜地区】
塩浜地区連合自治会の取り組み
①たてぼし事業
②塩浜中学校での「公害学習」
③小学校・中学校での「防災授業」
④塩浜小学校での「まちあるき」

【同和・中央地区】
２つの地区が協同で行う地域行事
①川遊び
②運動会
③グランドゴルフ大会
④餅つき大会

【日永地区】
小学校・中学校の授業に「自治会」をテーマにして、子供たちに
自治会の役割をわかってもらい、住んでみたい理想のまちとは
どんなまちか。
自分たちがどう地域に関わっていくかを考え、話し合う機会を
もつ取り組み

第18回情報交換会が開催されました

塩浜まちあるきについて 発表者　塩浜地区連合自治会会長 石 田 清 延

同和地区と中央地区 協同で行う地域行事
中央地区連合自治会会長 岡 田 栄 治

発表者　同和地区連合自治会会長 後 藤 洋 介

小学校への出前授業 「自治会ってなぁに？」
日永地区連合自治会会計 井谷佳奈樹

発表者　日永地区連合自治会会長 星 野 克 行

日　時：令和８年３月13日㈮
場　所：四日市商工会議所１階 ホール
参加者：行政・自治会関係者 110名

〔 3 〕

四日市市自治会連合会だより　



令和７年11月12日に市内視察研修を行いました。

　　

　

11月12日（水）に、市内視察が行われ、四日市ポートビル展望台から、四日市港の歴史、取扱貨
物の状況、外貿コンテナの取り扱いについての説明を受け、その後、四日市港管理組合の防災対
策の研修、四日市港管理組合の議場を見学しました。
研修では、災害時の海からの緊急物資が受け入れられた場合、三重県の広域防災拠点への搬送
のスケジュールを伺い、防災の仕組みを聞くことができました。
最後には、管理組合の所有する巡視船「ゆりかもめ」に乗船し、海上から港湾の保安対策や、航
路の説明を受けました。
ポートビルから見下ろすと、中京工業地帯の
拠点として輸出される自動車が所狭しと並び、
耐えず輸送する船に積み込まれていました。
中部圏の主要な国際物流拠点である四日市
港を改めて認識することができました。

市 内視察研修

日　　時　令和７年11月12日（水）
視察内容　地上90ｍから見る四日市港「展望展示室 うみてらす14」

四日市港の概要・港の防災　研修
四日市港管理組合議会「議場見学」
海から見える四日市港「ゆりかもめ体験航海」

株式会社 日本総合施設
〒512－0934  三重県四日市市川島町6612－2
TEL 059－322－5100　FAX 059－321－9221

代表取締役　里 中 祐 介

まごころ施工でお客様の暮らしを「安心」サポート
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塩　浜
八　郷
日　永
常　磐
神　前
海　蔵
橋　北
保　々

日　付 日　付日　付地　区 地　区 地　区No
1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16

17
18
19
20
21
22
23
24

No No
７月９日㈬

７月18日㈮

７月23日㈬

８月２日㈯

８月５日㈫

８月18日㈪

８月21日㈭

９月３日㈬

中部（5地区）
河原田
三　重
小山田
県
桜
川　島
富　田

四　郷
羽　津
富洲原
大矢知
下　野
楠
水　沢
内　部

９月10日㈬

９月19日㈮

９月29日㈪

10月３日㈮

10月７日㈫

10月17日㈮

10月25日㈯

11月６日㈭

11月11日㈫

11月14日㈮

12月１日㈪

12月８日㈪

12月13日㈯

12月15日㈪

12月18日㈭

12月22日㈪

各地区において「市長との地域づくり懇談会」が実施されました。令和７年７月９日から12月22
日までの約５か月間、地域の様々な活動を直接市長に紹介し、課題等を意見交換し、どの地区も
有意義な時間となりました。

１.開催実績

２.開催内容
⑴実施方法
　•四日市市自治会連合会と市との共催により実施
　•令和６年度に続き、パネルディスカッション形式で実施
⑵懇談会の内容
　•市長による「総合計画中間見直しについて」の説明
　•テーマ「地域活動」に対する地域からの発表とそれに対する市長のコメント

３.参加者
•地域側：地域代表(連合自治会長等)および各地区の連合自治会が参加を求めた方々
•市　側：市長、市民生活部長、地区市民センター館長（司会）

市長とのとの づくりづくり令和７年度

過去の懇談会
のテーマ

令和４年度　カーボンニュートラルへの取り組み、認知症予防について
令和５年度　子育て・教育
令和６年度　四日市市総合計画について

参 考

〔 5 〕

四日市市自治会連合会だより　



令和７年10月８日に、大阪・関西万博へ行き、三重県ブースの展示を見学しました。
三重県ブースは、関西パビリオンの中にあり、９県（三重、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、
福島、福井）がブースをだしており、四日市市は、コンビナート夜景、万古焼、かぶせ茶が紹介され、
賑わっていました。
そのほか、シグネチャーパビリオン EARTH MART の見学をし、食を通じて命を考える地球

環境や飢餓問題について視覚的に展示されていました。

「日本のこころの原点」をテーマに、歴史や文化、自然、食など、「美し国みえ」の魅力を紹介され、
三重県のPRをしていました。

三重県は「北勢」「中南勢」「伊勢志摩」「伊賀」「東紀州」の５エリアに大きく分けられます。各エ
リアの自然、観光、文化、祭り、食の魅力を大型パネルが映し出し、壁には、引き出しがあって中に
は手裏剣やオオサンショウウオの模型が出てきたり、伊勢茶の茶葉の香をかぐことができます。
期間限定の特別展示が行われていました。

当日は、現役の海女さんによる海についてのお話しをしていただきました。

テーマ「食」2000年以上の歴史をもつ伝統的な漁法である海女漁。
三重県は、日本でもっとも多く海女が存在し、その独自の営みは国内外から注目されています。
海女漁のダイナミックな映像を楽しめると同時に、現役海女が来場し、海のこと、海女漁につい
て語っていただき、併せて「桑名のはまぐり」「松阪牛」「南紀みかん」など食の宝庫・三重を代表
する食材についても映像で紹介がありました。

このパビリオンは、建物の建築は隈研吾氏が手がけ、黒い外壁と茅葺き屋根が印象的でした。
プロデューサーは小山薫堂氏で、食を通じて命を考えるをテーマに地球環境や飢餓問題と向き合
いながら食の可能性とテクノロジーによる食の進化を共有し考えるパビリオン。
日本人ひとりが一生で食べる卵の数は約

28,000個。その量は世界トップクラスで、年
間300個以上の卵を消費続けています。
その卵の量をシャンデリア風のオブジェにし、

下の目玉焼きは約28,000個分の卵の量。人は
一生にどのくらいのいのちを頂くかを視覚的に
展示。空中にいわしの群れが泳いでいる空間
になっていました。

先進地視察研修

～知る　美し国みえ体験広場～

関西パビリオン　三重県ブース

〒510－0001 三重県四日市市八田二丁目8－1
TEL 059－331－4831　FAX 059－331－4841
http://www.utiken.com

有限会社  内田建築　内田建築一級建築士事務所

創業100有余年。地域の皆様に支えられて、
これからも家づくりに精進します。

〒510－0846　三重県四日市市大井の川町三丁目28番地
本社 059－346－5533　FAX 059－346－5537

URL　http://www.kk-tokai.co.jp　

機械メンテナンス・電気工事

業 務 内 容

■機械器具設置工事　■機械メンテナンス（安全弁、その他弁類・コントロールバルブ・流量計・回転機類他）
■電気工事  ■管工事・鋼構造物工事  ■消防施設工事（保守・点検他）  ■計装工事  ■ロボット据付工事
■諸機械旋盤加工（オリフィスフランジ・オリフィスプレート・サーモウェル・その他計装関係部品）の加工・製作
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になっていました。

シグネチャーパビリオン　EARTH MART

北勢地域で創業100年
ご要望に丁寧にお応えします。
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「四日市市自治会連合会」の
ホームページから各地区の

ホームページを見ることができます。
https://yonjiren.jp/

“四自連だより”は、四日市市自治会連合
会の事業や四日市市と協働で行っている
活動を紹介し、皆さんにご理解、ご協力い
ただけるよう発信しています。
市内のさまざまな地域活動や課題解決
するために情報交換できる場として、今後
も活動していきます。

四日市市自治会連合会事務局 
〒510－8601 四日市市諏訪町1－5

ＴＥＬ 354－8287
ＦＡＸ 327－6177

《編集後記》

四日市市自治会連合会
ホームページQRコード

現在四日市の市議会議員は34名です。
次の市議会議員選挙が行われる来年の4月までに議
員定数削減の見直しを検討するよう四日市市自治会連
合会が市議会に請願書を提出しました。
請願は、県内の津市、桑名市、鈴鹿市など各市で定
数を削減しており、人口減少による市政を取り巻く環
境の変化や議員定数が前回36名から34名に削減され
てから12年が経過していることを踏まえて、市民の声として提出しました。
３月24日議了日に本会議で審議されます。

請願事項

四日市市議会議員の定数について、過去の改革実績をさらに発展させ、
次期の市議会議員選挙に向けて、定数の見直しを検討すること。

「四日市市議会議員定数削減の見直し」
の請願を市議会へ提出

横内建設株式会社
三重県四日市市小古曽町2812－126
ISO9001・ISO14001・ISO45001 認証

皆
様
に
心
か
ら
愛
さ
れ
る
美
酒
造
り

　「
人
も
心
、
酒
も
心
」

　
　
　
清
酒
宮
の
雪

　
　
　
　
　
　
宮
﨑
本
店
で
す
。

◆未成年者の飲酒は法律で禁じられています。
◆妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の
　発育に悪影響を与える恐れがあります。
◆お酒は適量を楽しみましょう。

〒510－0104
三重県四日市市楠町南五味塚972番地
TEL 059－397－3111　FAX 059－397－3113
（ホームページ）
https://www.miyanoyuki.co.jp

ISO9001  認証取得企業
ISO22000認証取得企業

株式会社 宮﨑本店

まちに寄りそい、
地域の未来をつくる。
TEL 059-346-3382
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